
令和6年7月18日職員会議検討テーマ

「聴き方次第で結果が変ることについて考えたこと」

討議の目的：今年度の事業計画書の最重点目標、重点目標の中に

「伝え方次第で結果が大きく変わるということを肝に銘じ」という言葉があり、

伝え方と聴き方はコミュニケーションの両輪であることを深く考える為に

その内容について組織として意識を高めるために全体で討議する。

討議の方法：「聴き方次第で結果が大きく変わること」について

自分自身の経験を振り返りながら考える機会とする。

考えるためのキーワード

「余裕がない時」と「余裕がある時」

「相手に関心が薄い」と「相手に関心が強い」

「自分の状態に気づきが薄い時」と「自分の状態に気づきがある時」

「相手の状態（物語性）に理解が薄い時」と「相手の状態（物語性）に理解がある時」

「好き嫌い（相性）で左右される不公平さ」と「好き嫌い（相性）で左右されない公平さ」

「自分自身の思い込み（先入観）に気づきが薄い」と「自分自身の思い込み（先入観）に気づきがある」

「物事や人物に白黒をはっきり分けたがる傾向」と「物事や人物に白黒をはっきり分けることを慎重にする傾向」

職員会議・全体討議記入シート

氏名 職員会議実施日 令和　6年　7月　18日


